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2002年10月にデビューしたIntel

NetStructure HMPは、トップシェア

を誇るインテルの音声/FAXボードの

機能を継承したソフトウェア。専用ハ

ードウェアを必要としないIA（Intel

Architecture）32サーバー上でメデ

ィア処理を実現する。

その利用価値は、キャリアのIP電

話サービスや企業のVoIPネットワー

クにおける高付加価値を容易に実現

できる点にある。Intel NetStructure

HMPをベースとしたIPメディアサー

バーを構築すれば、さまざまなアプリ

ケーションを低コストかつ短期間で開

発できるようになるからだ。

2003年10月に行われたバージョン

アップ（1.1）では、1サーバーでの音声

処理チャネル数を64から120に拡大

し、コストパフォーマンスを向上させ

た。さらに1年後の昨年10月には、

バージョン1.2がリリースされた。

新バージョンでは、音声処理能力

をさらに高め、1サーバーで240チャ

ネルまでカバーできるようにした。加

えて、対応OSも従来のWindowsか

らLinuxまで拡大した。

キャリアサービスとの連携も実現

インテル製品の販売代理店である

東京エレクトロン デバイスによれば、

Intel NetStructure HMPはこれま

で、ボード製品の主要供給先である

コールセンター向けシステムでの採用

実績が目立っていたが、今回のバー

ジョンアップによってマーケットが大き

く広がるものと見ている。コミュニケ

ーションプロダクトグループ課長の神

田裕彦氏は、「キャリア／ ISP や

PBX/ビジネスホンメーカーからLinux

対応を求める声が多くありましたか

ら、Intel NetStructure HMP1.2で

あれば商談もスムーズになるはずで

す」と期待をかけている。

東京エレクトロン デバイスでは、今

後の実績アップに向けて、In t e l

NetStructure HMPと連携するコン

ポーネントやアプリケーションの提

供・開発パートナーの開拓にも積極的

に取り組んでいる。

その先鞭として昨年7月、CTI関連

のソフトウェア開発などを手がけるイ

メージパートナーと提携し、同社の

SIPプロトコルスタック「iPartSIP」と

Intel NetStructure HMPの連携を

実現。そして12月には、フュージョ

ン・コミュニケーションズとの協業も発

表。Intel NetStructure HMPと

iPartSIPをベースとして、IP電話サー

ビス対応アプリケーションの開発環境

およびサポートの提供を始めている。

神田氏はさらに、「キャリアや複数

のメーカーとも、Intel NetStructure

HMP導入の具体的な話を進めてい

ます」という。

IP電話・VoIPの付加価値競争、

市場活性化に、Intel NetStructure

HMPが大きな貢献を果たすことにな

りそうだ。

IP電話/VoIPの付加価値化に朗報
「Intel NetStructure HMP」がLinux対応の新バージョン
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PR

お問い合わせ先

東京エレクトロン デバイスでは、イメージパ
ートナーの「iPartSIP」とIntel NetStructure
HMPの連携によるメディア処理のデモを交
えて、システムの各種機能を紹介する
「iPartSIPセミナー」を開催する。

日時 2005年3月18日（金）13時30分～17時
場所 TBS放送センター（東京・赤坂）

セミナー開催
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※インテル、NetStructure は、米国およびその他の国におけるインテルコーポレーションまたはその子会社の商標または登録商標です。

インテルの提供するIPメディアサーバー向け開発プラットホーム「IntelR NetStructureTM Host Media Processing
（HMP）」が、2004年10月にバージョンアップされた。新バージョン「Intel NetStructure HMP1.2」は、音声処理能力
の向上に加え、Linux対応によりキャリアや通信機器メーカーの求める高度な要求に応える性能・品質を実現した。


